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令和 3年度（2021 年度）  
 

事業計画 
１. はじめに 

少子高齢化、18 歳人口の減少いわゆる「2018 年問題」として学生獲得戦争が始まった

昨今、県内外大学の更なる看護学部新設により、学生獲得のための競争は、さらに激化

しており、私学を取り巻く環境は厳しくなっております。 

一宮研伸大学は、平成 29年 4月に開学し、令和 2年度に完成年度を迎え、今年度で設

立 5年目となります。4年間の実績を踏まえて、さらなる、教育・研究の推進と学生支援

体制の強化、また、地域社会の要請に応え、人々の健康と生活の質の向上に寄与するこ

とを目指して、時機に即した教育の具現化に取り組むために必要な施策を事業として推

進していきます。 

  また、昨年度より「新型コロナウイルス感染症」拡大のため、入学式をはじめ多くの

行事が中止となりました。 

  在学生においては、臨地実習の機会が減り、学内での実習が余儀なくされましたが、

基幹病院の協力もあり、人数制限のもと臨地実習が行われました。 

  講義においても、面接授業と遠隔授業を実施しましたが、本年度も引き続き面接授業

と遠隔授業を実施して感染防止に努めていきます。 

 

２. 今後の方針 

令和 2 年度で完成年度を迎え、大学開学に向けてのすべての設置経費に係る設備の整

備、教育施設の整備を終了させました。また、教育課程のおいても設置計画どおり、進

めてまいりました。 

平成 30 年度より、学園の維持を可能とする経営体制を構築するために、理事長の指導

の下で、理事長代行を委嘱するとともに、理事長代行、学長、学部長、事務局長による

ガバナンス体制を令和 3 年度においても、引き続き行います。学園運営にかかわる様々

な課題を審議し、課題解決に向けた方針を決定して対策を実施してきましたが、令和 3

年度の予算編成方針を提案して教育研究経費と管理経費を適正となるよう精査を行いま

す。 

また、大学の収入を増加する対策としては、寄附金の受け入れ態勢の整備や入学定員

を上回る学生数の確保、科学研究費などの競争的外部資金の獲得への支援を積極的に行

ってきました。令和 3 年度も経営改善に向けて様々な取り組みを実施し、健全な財政基

盤の確立に努めるとともに、よりよい教育環境の実現を目指します。 

大学では、後援会より国家試験対策や教育環境の整備のため、平成 30年度より支援を

いただいており、令和 3 年度も引き続き、国家試験対策や教育環境の整備と学生サービ

スの向上を目指し、支援をしていただきます。 

また、4年間の教育課程の実績をもとに、カリキュラムの見直しを検討します。 

  さらに、大学の将来構想については、大学院の設置を目指して、開設時期とコースな

どの基本方針について現在検討中です。 

 

３．課題解決への対応方針と具体的な対応策 

  令和 3年度も引き続き以下の（1）から（12）の方針、対応を行います。 

（１）経営基盤の安定化を図るために、予算システムの向上と予算執行の適正化を図りま
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す。 

（２）本学の理念と教育目標に沿った優秀な学生の入学者を確保するため、令和 4 年度大

学入学者選抜実施要項を吟味し、本学の入学試験のあり方を検討して、必要な改正

を図ります。 

（３）大学機能（教育・研究活動と学生へのサービスの向上等）の向上を図るために、日

本高等教育評価機構による大学評価を受ける準備を引き続き行います。 

（４）さらなる教職員の資質向上を目指して、FD・SD活動や研修への支援を図ります。 

（５）大学の教育と研究活動の基盤となる競争的資金や補助金の獲得を図るために、教員

の研究活動や業務改善に対する組織的な支援を図ります。 

（６）カリキュラムの見直しによる改善とともに、適正な教員と職員の配置を検討します。 

（７）学生と教職員間の良好なコミュニケーションを図るための研修を計画し、学生の声

を反映できるシステムの構築を図ります。 

（８）学生の学修や自主活動の場である、図書館等の充実と学生のキャンパスアメニティ

ーの充実を図ります。 

（９）将来構想案を提示して学内の議論を喚起するとともに、将来構想の実現に向けた準

備を進めます。 

（１０）看護研修研究センターを開設し、地域住民や行政、地域の保健・医療・福祉との

協働と連携を図ります。また、基幹病院及び新たに発足した研伸学園同窓会との協

働と連携の推進を図ります。 

（１１）ガバナンス会議に教職員の意見を聴く機会やガバナンスの方針を説明する場を設

けるとともに、ガバナンスから発信する機会を図ります。 

（１２）現在のガバナンスメンバーの交代に向けて、次期ガバナンスメンバーとなる人材

の育成を図ります。 

 

４．施設・設備 

令和 2年度に完成年度を迎えて、新校舎の新築工事及び既設校舎の改修工事を行い、

設置認可申請の計画どおり施設・設備の整備が完了しました。 

今後、大学の既存の設備修理及び有効活用に向けた整備の年次計画を立て、実施し

ていきます。 

 マルチメディア教室の情報機器の更新、図書システムの更新等、計画的に取り組んで

いきます。 

 

５．組織・人事における取り組み 

大学開設 5 年目を迎えるにあたり、定年規程を超えた教員の退職に伴い、全国公募

を行い年齢構成のバランスが取れた採用を行います。 

学長及び学部長の退職に伴い、新たに新学長を迎え、新体制による大学運営とさら

なる活性化を図ります。 

また、理事長の指導の下で、課題の解決に向けて対策を進めます。 

新学長体制のもと教職員双方の意識改革が重要と捉え、教職員の業務内容を改善・

向上させる取り組みである FD・SD委員会の活動を引き続き進めていきます。 

事務組織については、各事業を円滑に進めるため、組織体制の見直しと適切な人員配

置、担当係と個々の職員業務内容の明確化、ロイヤルティーの強化、責任体制の確立と

ともに職員間の協働と連携強化への取り組みを行います。 
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また、教員組織と事務組織との連携も進めていきます。 

   さらに、大規模災害が予測される今日では、平成 30年度から全学の防災管理委員会

を設置して、被災時の対応マニュアルの整備と防災グッズの備蓄を進めてきましたが、

今後も引き続き実施していきます。 

    

６．教育・研究活動への取り組み 

本学の教育理念は、『多面的に人間を理解する姿勢と人間の尊厳を守る倫理を基盤と

した豊かな人間性と「専門職業人として必要な教養」を身につけ、「専門的な知識や技

術と論理的思考に基づく判断力」、「根拠に基づく看護の実践力」を育みます。『これら

の能力を活用して主体的に看護を実践し、地域社会の人々の健康と健康な生活の創造

に貢献する人材を育成する。』ことにあります。この教育理念を達成するために、本学

が求める学生は、自ら考え行動しようとする学習意欲の高い学生であり、人々の健康

と生活の質（QOL）の向上に強い関心と看護への目的意識を持ち、自ら健康管理をしよ

うと努力する『非喫煙者』としています。 

 

入学試験への取り組み 

 高等学校で取得した基礎学力、基礎知識を総合的に評価し、選抜するために、学校

推薦型選抜（指定校・専願・併願）、一般選抜、大学入学共通テスト利用選抜及び大学

入学共通テストプラス選抜を実施します。 

また、高等学校を卒業して社会人を対象とした社会人等特別選抜、及び 3 年次編入

学選抜といった、多様な選抜を引き続き実施します。 

特に、令和 3 年度入学試験より、大学入学共通テストの導入と、一般入試の科目の

見直し、推薦選抜出願における調査書の評定撤廃及び受験生の利便性を図るため、WEB

出願システムの導入を図りました。 

さらに、選抜内容等を見直すことによる、受験生の利便性を検討します。 

また、入試問題及び模範解答の公開の義務化により、公開を行います。 

 

教育への取り組み 

教育への取り組みにおいては、教員と学生の双方向授業を展開するために、少人数

の学生への教育形態を重視した連携科目群にゼミナール科目を配置しています。平成

29 年度より、少人数の学生を担当するアドバイザー制を導入して、学生の生活や学習

への個別支援や集団指導を実施してきました。また、1年次から 4年次までの国家試験

対策プログラムを作成してきました。さらに、学生の自己学習力を強化する取り組み

として、実習室を開放して自主的な学習を支援する「看護技術アワー」等の設定、大

学での学修課題を持つ学生への個人面談や 3 者面談、保護者懇談会などの取り組みを

実施してきました。令和 3年度も引き続き、これらの支援を実施していきます。 

 

学生支援の取り組み 

   これまで、経済的に困難な学生への支援とともに優秀な学生を確保する目的で、勤

労奨学生制度、成績優秀者への学費減免制度、各種奨学金取得支援を実施してきまし

た。 

  さらに、令和 2 年 4 月 1 日から施行されている「高等教育の修学支援新制度」によ

る高等教育の無償化の取り組みを引き続き行います。 
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   また、学生の意見を取り上げるシステム、学生からの「ご意見箱」により、要望を

うけて、学生支援体制の強化を図ります。 

   1期生の卒業に向けて、就職支援のためキャリア支援委員会を設置しました。引き続

き支援していきます。 

 

教員の教育研究機能の向上に向けた取り組み 

平成 29 年度より、教員が教育・研究の機会を得られるように、特別研究費枠による

助成とともに、教員間で協力して研究時間を確保することを推奨しています。 

また、科学研究費などの競争的外部資金の獲得に向けた支援を行い、教員の研究活

動を推進してきました。令和 3 年度も引き続き、個人研究費に加えて特別研究費を継

続するとともに、競争的外部資金獲得を目指して教員の科学研究費補助金や外部研究

助成への申請を奨励し、支援していきます。 

 

 助産師課程への取り組み   

平成 30 年度より、助産師課程を希望する学生への説明会の開催と助産師を希望する

学生に対する選抜試験を行いました。令和 3 年度も引き続き、説明会及び選抜試験を

実施して行きます。 

 

７．学生募集への取り組み 

一宮研伸大学が平成 29 年 4 月に開学して完成年度を迎え、4 年間入学定員を確保す

ることが出来ました。今後は、入学定員の安定確保及び入学者の学力レベル向上のた

め、志願者数の増加を図ります。 

広報活動としては、一宮市内はもとより、西尾張・岐阜市内、さらに、西三河、知

多方面も重点地域として強化していきます。具体的には、「進学相談会」「高校生ガイ

ダンス」の参加回数の増加、「高校訪問」の回数を計画的に進め、きめ細やかに実施し

ていきます。 

また、オープンキャンパスでは在学生の協力を得て参加者を増やす企画を充実する

ために広報委員会の強化を図ります。オープンキャンパスの企画の中で、社会医療法

人大雄会グループ医療機関の協力のもとに、年 2 回、病院見学を実施していますが、

令和 3年度も病院との協議を進め、依頼していきます。 

さらに、これまで培った教育実績や実習病院等との連携、大学共通テストの導入、

本学カリキュラムの特徴等を社会にアピールし、県内はもとより数多くある看護系大

学の中から本学が受験生から選ばれる大学となるように、広報活動の充実及び費用対

効果の見直しを図り、知名度の更なる向上によって志願者及び入学者の確保を目指し

ます。 

指定校については、開学から令和 3 年度までの入試結果により、対象高校の見直し

を行い学生確保に努めます。 

 

８．卒業生及び保護者との連携 

令和 2年度には、新型コロナウイルス感染症拡大による影響のため、6月に後援会総

会と保護者向けガイダンスを開催しました。令和 3 年度も新型コロナウイルス感染症

に留意しつつ 6月開催予定で進めています。 

保護者向けガイダンスでは、教務関係、学生生活関連、国家試験対策ガイダンス及
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びキャリア支援ガイダンスを行う予定です。 

令和 2年度は、1期生が卒業することにより、一宮研伸大学の 1期卒業生による同窓

会発足が決定し、愛知きわみ看護短期大学同窓会 と合同の同窓会として、研伸学園同

窓会が発足することになり、今後、具体的な運営を進める話し合いを計画しています。 

   また、愛知きわみ看護短期大学時に実施していました「卒業生との懇談会」の再開

を検討していきます。 

 

９．地域社会との連携 

  平成 27 年度から、一宮研伸大学と総合大雄会病院をはじめとした社会医療法人大雄

会グループ医療機関関連グループの看護職との検討会を開催し、一宮研伸大学付属『看

護研修研究センター（仮称）』の開設準備を行ってきました。平成 29 年度には一時的

に検討会を中断しておりましたが、平成 30年度からは検討会を再開し、令和 3年度に

「看護研修研究センター」の開設を図ります。 

また、平成 29年度には、総合大雄会病院看護部との協議を行い、看護部と学部との

『試行的ユニフィケーション事業』を実施しました。この取り組みにより、臨床と教

育との乖離を解消するとともに、連携強化や教育内容の向上が期待されましたので、

令和 3 年度もさらにこれを進め、他の医療機関とも連携を図っていきます。また、本

学独自の行事として、『大学祭』で近隣施設へ参加案内の発信、協賛依頼、『実習関連

病院や卒業生への図書館利用』を行ってきました。その他、一宮市からの要請で、2名

の教員が『委員会委員の委嘱』を受けています。令和 3 年度も引き続きこれらの連携

を推進していきます。 

 

１０．財務 

・ 学園運営の基盤となる入学者を確実に確保し、在学生の退学・休学等を減少させ、

財政の安定化を図ります。 

・ 人件費率の低減を含めた経費の効率的支出を周知し、事業活動収支の安定を目指し

ます。 

・ 教育経費及び管理経費の見直しを行い、全ての教職員一丸となって経費削減に取組

みます。 

・ 平成 27 年度より実施している、特定公益増進法人による寄附金及び受配者指定寄

附金の制度によって、これまで多額の寄附金の受け入れを行いました。引き続き、

計画的な寄附金の受け入れを行います。 

 

１１．中期計画 

   今後 5年間に以下の中期計画を予定しています。 

 ・完成年度後のカリキュラム改正 

 ・大学院の設置に向けた設置準備室の設置 

   ・教育施設設備の整備及びキャンパスアメニティーの充実の検討 

 ・日本高等教育評価機構の大学評価受審の準備 

 ・人件費率の見直し 

 ・教育経費の充実 

 ・管理経費の見直し 

 ・入学志願者数の増加及び入学定員の学生確保 
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１２．令和 3年度の主な学年暦 

    4月 3日（土）  入学式 

    5月 10 日（月）  領域実習開始 

    6月 19 日（土）  保護者ガイダンス 

    10月 23 日（土）  学園祭（研伸祭）・公開講座 

       12月 1日（日）  創立記念日 

    1月中旬     Decision Day 

    3月 9日（水）  学位授与式 

    

  


